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アメリカ合衆国の建国に貢献した政治

家ベンジャミン・フランクリンは印刷

者でもあった。フランクリンが外交上

の仕事でフランスに駐在した際には、

印刷人として有名なフルニエやディ

ドー家の人々と親交をもったらしい。

彼の孫がアメリカに帰国してから活字

アメリカ合衆国の建国に貢献した政治家ベン

ジャミン・フランクリンは印刷者でもあった。

フランクリンが外交上の仕事でフランスに駐在

した際には、印刷人として有名なフルニエや

ディドー家の人々と親交をもったらしい。彼の

孫がアメリカに帰国してから活字鋳造所を経営

アメリカ合衆国の建国に貢献した政治家ベ

ンジャミン・フランクリンは印刷者でも

あった。フランクリンが外交上の仕事でフ

ランスに駐在した際には、印刷人として有

名なフルニエやディドー家の人々と親交を

もったらしい。彼の孫がアメリカに帰国し

てから活字鋳造所を経営できるようにと、

フランクリンはフルニエから活字鋳造用の

器材を購入している。また、フランクリン

は発明家としても有名だ。彼の発明のひと

アメリカ合衆国の建国に貢献した政治家ベンジャミ

ン・フランクリンは印刷者でもあった。フランクリ

ンが外交上の仕事でフランスに駐在した際には、印

刷人として有名なフルニエやディドー家の人々と親

交をもったらしい。彼の孫がアメリカに帰国してか

アメリカ合衆国の建国に貢献した政治家ベンジャミ
ン・フランクリンは印刷者でもあった。フランクリ
ンが外交上の仕事でフランスに駐在した際には、印

アメリカ合衆国の建国に貢献した政治家ベンジャ
ミン・フランクリンは印刷者でもあった。
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りょうTMゴシックの特長

かな書体ファミリーりょうゴシックは既存のゴシック書体と組み合わせるための新しいかな書体です。明

朝体用のかな書体りょうに続く第二弾として、アドビのタイプフェイスデザイナー西塚涼子がデザインしま

した。比較的小さくかなをデザインしているため、本文組版に利用しても読みやすく、落ち着きのある組

み上がりの効果を得ることができます。しかも伝統的なゴシック書体にはない、独自の明るさとスピード

感のある筆致が特長です。

りょうゴシックのファミリーには Extra-Light, Light, Regular, Medium, Bold, Heavy, Ultra-Heavy の７ウェ

イトのフォントを用意しました。他の漢字を含む和文書体と組み合わせて使うことができます。りょうゴシッ

クはひらがな、カタカナおよび一部の句読点類だけを含む OpenType®フォントです。他の書体と組み合

わせるには、Adobe InDesign®日本語版の合成フォント機能のご利用を推奨いたします。

ファミリー構成

かなをえらぶことでタイプフェイスがかわる。

かなをえらぶことでタイプフェイスがかわる。

かなをえらぶことでタイプフェイスがかわる。

かなをえらぶことでタイプフェイスがかわる。

かなをえらぶことでタイプフェイスがかわる。

かなをえらぶことでタイプフェイスがかわる。

かなをえらぶことでタイプフェイスがかわる。
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りょうゴシック EL (ExtraLight)

りょうゴシック L (Light)

りょうゴシック R (Regular)

りょうゴシックM (Medium)

りょうゴシック B (Bold)

りょうゴシック H (Heavy)

りょうゴシック UH (UltraHeavy)

備考

ここに含まれる組見本には「字送りベタ」と記されているものがありますが、その場合でも禁則処理の対象となる部分については字間調整

がなされており、字送りベタとならない行が含まれます。


